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Ａ．研究⽬的 
 成育医療等基本⽅針の「Ⅱ−２−(４)学童
期及び思春期における保健施策」に記載され
ている保健施策・思春期課題に関して、現在
⻘年期にある⼤学生を対象に、インタビュー
形式で思春期の“⾃分”に必要だった（当時そ
れらを得た記憶がない）と考える知識・情報
等について基本的ニーズを把握する⽅法を開
発することを⽬的とする。同時に把握された
ニーズをもって思春期課題への組織的対応の
設計・社会実装に資することを⽬指す。 
 
Ｂ．研究⽅法 

 令和 3 年度：A ⼤学の⼤学⽣ 3 名を対象に
インタビューを⾏った。対象者はいずれも 20
歳を超えた⼥⼦学⽣であった。インタビュー
を⾏った者は同性の研究協⼒者である。な
お、感染対策として、インタビューはオンラ
インにて実施した。インタビューする項⽬に
ついては、成育医療等基本⽅針の「Ⅱ−２−
(４)学童期及び思春期における保健施策」を
中⼼に 22 項⽬を導き出した。なお、こちらの
22 項⽬（表 1）を対象者にも開⽰・共有して
インタビューを進めた。 
 令和 4 年度：A ⼤学の⼤学生2 名を対象に

研究要旨 
成育医療等基本⽅針から導いた思春期課題に関連する知識・情報 22 項⽬に関して、そのニー

ズを把握することと把握⽅法を検討することを⽬的としたインタビュー調査を⾏った。令和 3 年
度は⼥⼦⼤学⽣を対象とし、令和 4 年度と令和 5 年度は男⼦⼤学⽣を対象とした。 

学校から知識・情報を得たとする項⽬は複数あったが、詳細な理解には⾄っていないものがほ
とんどであった。⾃⾝が当事者性のある課題については⾃ら知識・情報を求めており、特に⼼の
問題、⾃殺、不登校については当事者性の有無でニーズの⾼さに差が⾒られた。⼀⽅で、性感染
症、避妊、予期せぬ妊娠、中絶についても当事者性の有無でニーズの⾼さに差が⾒られたが、得
られた知識・情報への信憑性についての懸念があったことが明らかにされた。 

各項⽬の理解は「妊娠、出産等についての希望を実現する」及び「⼼の問題に関する知識・情
報」という表現以外は難しいところは⾒られなかった。今後は、今後は、研究対象者を増やして、
情報を詳細に分析するとともに、男⼥の性差も踏まえながら分析を進め、思春期課題のニーズ整
理と項⽬開発を進める必要がある。 
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